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12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、

20
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案
の
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
を
は

じ
め
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
、
９
月
議
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し

た
各
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
22
の
議
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
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12月定例会

議
員
定
数
削
減
に
よ
り

常
任
委
員
会
を
二
つ
に

改正の内容

平
成
17
年
９
月
定
例
会
で
、
議
員
の

定
数
を
17
人
か
ら
13
人
に
削
減
す
る
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
19
年

４
月
に
実
施
さ
れ
る
町
議
会
議
員
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
定
例
会
で
常
任
委
員

会
の
名
称
、
委
員
の
定
数
、
所
管
事
項

及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
定
数

を
改
正
し
ま
し
た
。

現委員会名�

現委員数� 改正後の委員数� 協 議 事 項 �

改正後の委員会名� 委員数� 所　管　事　項�

総務委員会�
総務文教委員会� 7人�

7人� 6人�

6人�民生産業委員会�

民生教育委員会�

産業委員会�

○常任委員会�

○議会運営委員会�

財政、人事、給与、消防、都市計画、
教育、上下水道、民生産業委員会に
属さない事項に関する事務の調査
及び付託議案、請願などの審査�

厚生、福祉、保健衛生、国民健康保険、
産業、労働、土木、建設、病院、介護
老人保健施設に関する事務の調査
及び付託議案、請願などの審査�

各定例会・臨時会ごとの会期、議事日程、議
案の付託の取扱いや委員会活動等の議会運
営に関する事項についての協議�

議員数の推移�

期　間� 議員定数（人）�

昭和30年４月から�

昭和38年４月から�

昭和46年４月から�

昭和62年４月から�

平成15年４月から�

平成19年４月から�

30�

26�

22�

20�

17�

13
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 会　計　名 歳　入 歳　出�

 国民健康保険事業 18億   964万円 18億5,757万円 109.5％�
 老人保健 23億9,584万円 23億5,722万円 95.3％�
 かんがい揚排水施設維持管理運営費 3,930万円 3,930万円 105.5％�
 住宅新築資金等 563万円 559万円 100.0％�
 流域関連公共下水道事業 7億7,439万円 7億7,242万円 100.3％�
 谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 615万円 615万円 80.6％�
 収益的収支 4億3,642万円 4億1,447万円 110.9％�
 資本的収支 1,979万円 1億2,690万円 112.8％�
 収益的収支 27億6,773万円 29億2,341万円 106.8％�
 資本的収支 6,235万円 2億   657万円 113.5％�
 収益的収支 2億8,834万円 2億7,988万円 103.8％�
 資本的収支 312万円 681万円 195.7％�

 一　般　会　計 70億2,905万円 69億2,139万円 93.4％�

水道事業会計�

病院事業会計�

介護老人保健施設事業会計�

特
　

別
　

会
　

計�

会計別決算状況�
歳出の前年度�
との比較（％）�

（町民１人当たり 36万7,650円）

一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円一般会計　69億2,139万円

平平成成 1177 年年度度
決決算算をを認認定定

すべて完成した八尋幸ノ浦の住宅

９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
各
会
計

の
決
算
を
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
お
よ
び
住
宅
新
築

資
金
等
特
別
会
計
は
、
賛
成
13
・
反
対
２
で
、
そ
の
他

の
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
八
尋
幸
ノ
浦

住
宅
地
区
改
良
事
業
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
に
よ

る
道
路
改
良
工
事
、
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
、
古

門
大
谷
自
然
公
園
整
備
事
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
収
入
面
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

全
体
で
４
億
７
８
６
６
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
町
債
が
３
億
６
３
０
０
万
円
、
国
庫
支
出

金
は
２
億
３
９
５
３
万
円
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
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町税�
15億6,373万円�
（22.25％）�

県支出金�
3億4,951万円�
（4.97％）�

国庫支出金�
4億9,552万円�
（7.05％）�

地方交付税�
24億9,449万円�
（35.49％）�

町債（町の借入金）�
6億6,740万円�
（9.49％）�

繰入金�
5億 119万円�
（7.13％）�

使用料及び手数料�
1億7,974万円（2.56％）�

諸収入�
9,812万円（1.40％）�

分担金及び負担金�
9,443万円（1.34％）�

地方譲与税�
1億6,314万円�
（2.32％）�

地方消費税交付金�
1億6,375万円�
（2.33％）�

繰越金9,665万円（1.37％）�
�
財産収入251万円（0.04％）�

交通安全対策特別交付金�
　　　　403万円（0.06％）�
利子割交付金�
　　　　854万円（0.12％）�
ゴルフ場利用税交付金�
　　　2,805万円（0.40％）�
自動車取得税交付金�
　　　5,524万円（0.79％）�
地方特例交付金�
　　　5,422万円（0.77％）�
配当割交付金�
　　　　387万円（0.05％）�
株式等譲渡所得割交付金�
　　　　492万円（0.07％）�

自主財源�

依存財源�

歳入決算額�
70億2,905万円�
（100％）�

町が自主的に
集めることが
できるお金�

国や県から交
付されるお金�

○農業費補助金 7,167万円�
○国民健康保険基盤安定負担金 5,744万円�
○知的障害者負担金 3,295万円�
○重度心身障害者医療費補助金 3,307万円�
○身体障害者保護費負担金 1,234万円�

○特定地域開発就労事業�
 1億3,578万円�
○住宅費補助金 9,616万円�
○知的障害者保護費負担金 6,927万円�
○都市計画費補助金 4,700万円�
○社会福祉費補助金 956万円�

平成17年度末残高は、72億
9,137万円。町民一人当たり
38万7,300円の借金。�

平成15年度�

平成16年度�

平成17年度�

0 10
億
�

20
億
�

30
億
�

税　目�

町　民　税�

固定資産税�

軽自動車税�

町たばこ税�

合　　　計�

6億 17万円�

8億1,389万円�

　　3,369万円�

1億1,598万円�

15億6,373万円�

38.38％�

52.05％�

2.15％�

7.42％�

100％�

収入額� 割　合�

23億5,919万円�

24億4,799万円�

24億9,449万円�

財源
（歳入）

7年 度�

会　計�



⑤ 平成19年1月31日発行 鞍手町議会だより No.69

使いみち
（歳出）

総務費�
9億6,573万円�
（13.95％）�

議会費�
1億0,906万円�
（1.58％）�

災害復旧費�
340万円�
（0.05％）�

民生費�
17億9,097万円�
（25.88％）�

衛生費�
7億7,122万円�
（11.14％）�

労働費�
3億4,605万円�
（5.00％）�

農林水産業費�
1億4,564万円�
（2.10％）�

商工費�
3,389万円�
（0.49％）�

土木費�
10億3,526万円�
（14.96％）�

消防費�
3億2,129万円�
（4.64％）�

教育費�
4億8,861万円�
（7.06％）�

借金の返済�
9億1,027万円�
（13.15％）�

歳出決算額�
69億2,139万円�
（100％）�

○町制50周年事業費�
 1,025万円�
○町長・町議補欠選挙�
 198万円�
○衆議院議員選挙�
 904万円�
○国勢調査 832万円�
○交通安全施設整備費�
 441万円�

○介護保険広域連合負担金�
 2億1,857万円�
○身体障害者支援事業費�
 1億7,998万円�
○老人保健会計繰出金�
 1億9,031万円�
○国民健康保険負担金�
 8,996万円�
○児童手当費 7,928万円�
○重度心身障害者医療費�
 7,340万円�
○社会福祉協議会補助金�
 5,159万円�
○「鞍寿の里」繰出金�
 5,109万円�
○敬老祝い金 659万円�

○町立病院繰出金�
 1億9,476万円�
○じん芥に係る経費�
 2億6,240万円�
○衛生センターに係る経費�
 1億3,147万円�
○上水道事業繰出金�
 2,077万円�
○合併浄化槽補助金 �
 1,277万円�
○葬斎場修繕費 462万円�
○ふれあいフェスタ�
 180万円�

○外国青年招致費用 529万円�
○剣南小耐震補強工事�
 2,294万円�
○給食センターボイラー取替
　工事 545万円�
○野球場安定器取替工事費�
 460万円�

総合福祉センター建設等の借入金�
など�

○室木小学校入水槽修繕340万円�

○議員報酬 5,097万円�
○政務調査費 382万円�
○会議録速記料 308万円�

○直鞍広域消防負担金�
2億8,492万円�

○防火水槽（2ヶ所）�
　724万円�

特定地域開発就労事業�
○白水～大谷線道路改良工事�
 6,182万円�
○長崎～藤郷線道路改良工事�
 1億9,630万円�

○計画転作互助方式推進事
　業補助金 2,586万円�
○競争力ある土地利用型農
　業育成事業補助金�
 1,341万円�
○農業育成費交付金�
 1,100万円�
○鉱害被害者組合補助金�
 20万円�

○西川線、中山・中間線路線
　バス運行負担金�
 1,105万円�
○商工会補助金 994万円�
○産業まつり補助金�
 230万円�
○信用金庫預託金 500万円�

○大谷自然公園整備工事�
 9,596万円�
○町営住宅管理費�
 5,483万円�
○住宅地区改良事業費�
 2億 69万円�
○乙ヶ谷ため池補修工事費�
 1億3,898万円�
○インターアクセス道路
　負担金 1,650万円�
○山田川水利組合負担金�
 700万円�

平成1 

一　般　
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平
成
17
年
度
決
算
は
、
町

税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
町
債
の
延
び
と
繰
越

金
で
、
年
間
８
回
の
補
正
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
の
行
財

政
が
国
に
頼
る
部
分
が
大
き

い
た
め
、
年
途
中
に
お
け
る

変
動
は
や
む
を
得
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
最
小
限
度
に
と

ど
め
る
努
力
を
今
後
も
期
待

す
る
。

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
八
尋
幸
ノ
浦
住
宅
地

区
改
良
事
業
、
大
谷
自
然
公

園
整
備
事
業
、
特
定
地
域
開

発
就
労
事
業
や
小
中
学
校
施

設
整
備
事
業
が
あ
げ
ら
れ

る
。

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

は
、
徴
収
努
力
を
し
て
い
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
滞
納

が
累
積
し
て
い
る
。

常
習
滞
納
者
が
多
く
、
他

の
納
税
者
と
の
税
負
担
の
公

平
の
原
則
か
ら
し
て
も
、
差

押
え
等
の
適
切
な
滞
納
処
分

の
措
置
を
講
じ
て
、
滞
納
を

減
ら
す
よ
う
職
員
の
さ
ら
な

る
努
力
を
望
む
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

１
３
７
４
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
医
療

費
の
抑
制
に
創
意
工
夫
さ
れ
、

保
険
事
業
の
安
定
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

老
人
保
健
事
業
の
収
入
額

は
前
年
度
と
比
べ
、
約
７
４

６
６
万
円
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
支
出
で
医
療
諸
費

が
前
年
度
よ
り
１
億
１
１
０

６
万
円
ほ
ど
減
少
。
高
齢
者

人
口
増
加
に
と
も
な
う
医
療

費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
健

康
管
理
な
ど
指
導
面
に
も
一

層
の
努
力
を
期
待
す
る
。

住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
は
、

同
和
地
区
に
お
け
る
環
境
の

整
備
改
善
を
図
る
目
的
で
住

宅
の
新
築
ま
た
は
改
修
等
に

対
し
て
資
金
を
貸
し
付
け
る

も
の
で
あ
る
。
収
入
率
16
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
よ

う
、
次
年
度
の
努
力
を
要
望

す
る
。

水
道
事
業
は
１
８
４
０
万

円
の
純
利
益
を
上
げ
、
前
年

度
同
様
健
全
な
運
営
が
図
ら

れ
て
い
る
。
今
後
も
健
全
経

営
の
向
上
と
、
住
民
の
要
求

す
る
「
お
い
し
く
安
全
な
水
」

を
供
給
で
き
る
よ
う
さ
ら
な

る
努
力
を
期
待
す
る
。

病
院
事
業
は
、
本
年
度
１

億
５
７
３
４
万
円
の
純
損
失

を
生
じ
て
い
る
。
今
後
も
質

の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
経
営
に
つ
い
て
も

一
層
の
努
力
を
要
望
す
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

は
、
８
４
２
万
円
の
純
利
益

を
上
げ
て
い
る
。
稼
動
状
況

に
つ
い
て
は
、
入
所
者
数
延

べ
１
万
７
９
３
９
人
、
通
所

者
数
延
べ
４
９
４
６
人
で
、

通
所
者
数
の
利
用
率
は
前
年

度
よ
り
４
・
６
％
増
加
し
て

い
る
。
国
の
福
祉
情
勢
が
非

常
に
厳
し
い
中
、
地
域
住
民

が
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営

に
努
め
、
同
時
に
経
費
節
減

を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

一
般
会
計

そ
の
他
の
会
計

17
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

財政状況の推移�

財政力指数� 0.440

88.9％�

0.444

88.6％�

0.439

89.8％�経常収支比率�

15年度� 16年度� 17年度�
財
政
力
指
数
は
、「
１
」に
近
く

あ
る
い
は「
１
」を
越
え
る
ほ
ど

財
政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示

す
。�

�

経
常
収
支
比
率
は
、財
政
構
造

の
弾
力
性
を
測
定
す
る
数
値
。

85
％
を
越
え
る
と
危
険
ゾ
ー
ン
。�

正
し
い
納
税
で

明
る
い
町
づ
く
り

町税滞納額�

税目別滞納額の推移� 平成15年度� 平成16年度� 平成17年度�

納入金未納額の推移� 平成15年度� 平成16年度� 平成17年度�

町　民　税�
固定資産税�
軽自動車税�
合　　　計�

6,770万円�
1億4,051万円�

494万円�
2億1,315万円�

�

6,379万円�
1億1,719万円�

525万円�
1億8,623万円�

5,995万円�
1億1,512万円�

525万円�
1億8,032万円�

町営住宅家賃�
保　育　料�
国　保　税�

住宅新築資金貸付金�

1,146万円�
259万円�

1億4,507万円�
2,495万円�

1,341万円�
343万円�

1億4,414万円�
2,664万円�

1,181万円�
462万円�

1億4,808万円�
2,806万円�

千万円�億�



⑦ 平成19年１月31日発行 鞍手町議会だより No.69

50床から60床に増床される老健施設「鞍寿の里」

本
補
正
予
算
は
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
の
準
備

の
た
め
の
経
費
、
道
路
新
設
改
良
事
業
の
不
実
施
に
よ
る

事
業
費
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
並
び
に
病
院
事
業
、

水
道
事
業
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
へ
の
繰
出
金
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
と
し
て
、
現
時
点
で
確
定
し
て
い
る
国
、
県

支
出
金
、
基
金
繰
入
金
、
町
債
等
を
充
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
８
７
２
万
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
66
億
７
３
５
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

1億7,125万円

△2,306万円

△58万円

△980万円

1億 180万円

△4,716万円

2,374万円

1,120万円

984万円

《歳入》

財政調整基金繰入金追加

国庫支出金減額

県支出金減額

町債減額

《歳出》

病院事業繰出金追加

道路新設改良費減額

介護老人保健事業繰出金追加

住宅の修繕料追加

国保基盤安定費追加

補正の主なもの

そ
の
他
の
会
計�

そ
の
他
６
件
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会
計

○
水
道
事
業
会
計

○
病
院
事
業
会
計

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

一 般 会 計
1億3,872万円を追加

平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算平成18年度補正予算
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非
常
勤
消
防
団
員
等
の
傷

病
補
償
年
金
に
係
る
傷
病
等

級
ご
と
の
障
害
、
障
害
補
償

に
係
る
障
害
等
級
ご
と
の
障

町
立
病
院
に
隣
接
す
る
介

護
老
人
保
健
施
設
「
鞍
寿
の

里
」
の
入
所
定
員
を
計
画
段

階
で
は
60
人
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
県
の
許
可
が
50
人

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
数
で

開
設
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
12
月
18
日
付
け

で
県
よ
り
増
床
の
許
可
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
定
員
を
60

人
と
す
る
た
め
の
条
例
を
改

正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
変
更
理
由
】

工
事
施
工
中
、
城
ヶ
崎
団

地
よ
り
新
川
へ
横
断
す
る
水

路
付
近
に
旧
日
本
国
有
鉄
道

の
軌
道
の
橋
台
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
５
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
現
推
進
工
法
で
は
対
応

で
き
な
い
た
め
、
橋
台
が
あ

る
６
・
３
メ
ー
ト
ル
の
間
を

鋼
管
推
進
工
法
に
変
更
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

八
女
郡
上
陽
町
が
八
女
市

に
編
入
合
併
し
た
た
め
、
市

町
村
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
福
岡
県
の
市
町

村
数
が
69
か
ら
68
と
な
っ
て

い
ま
す
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

当
組
合
の
収
入
役
は
、
組

合
長
が
組
合
市
町
の
収
入
役

の
中
か
ら
、
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
、

会
計
管
理
者
１
人
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
会
計
管
理
者
は
、

組
合
長
の
補
助
機
関
で
あ
る

職
員
の
中
か
ら
、
組
合
長
が

命
ず
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

害
、
介
護
補
償
に
係
る
障
害

等
を
、
地
方
公
務
員
災
害
補

償
制
度
と
の
均
衡
を
考
慮
し

た
規
定
に
整
備
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
請
負
相
手
方
】

金
村
・
坂
田
共
同
企
業
体

【
工
期
の
変
更
】

原
工
期
　
（
１
８
０
日
）

平
成
18
年
８
月
10
日
か
ら
平
成
19
年
２
月
５
日
ま
で

変
更
工
期
（
２
２
３
日
）

平
成
18
年
８
月
10
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
20
日
ま
で

【
請
負
金
額
の
変
更
】

原
請
負
金
額
　
　
６
７
３
５
万
７
５
０
０
円

変
更
請
負
金
額
　
７
３
９
８
万
１
９
５
０
円

差
引
増
額
　
　
　
　
６
６
２
万
４
４
５
０
円

市町村合併の進捗状況�

全 国�

福岡県�

3,232

97�
24市65町8村�

1,821

69�
27市38町4村�

1,817

68�
27市37町4村�

H11.3月末� H18.3月末� H18.10.1

老健施設「鞍寿の里」

変更契約のあった工事現場

条
　
例
　
改
　
正

請
負
契
約
の
変
更

そ
の
他
の
議
案

○
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞

じ
ゅ
つ
金
条
例
を
改
正

○
老
健
施
設
「
鞍
寿
あ
ん
じ
ゅ

の
里
」
が
60
床
に

○
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少

○
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済

基
金
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

○
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
規
約
の
変
更

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

中
山
処
理
分
区
管
渠
築
造
工
事

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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医師・看護師の増員が求められている病院

（
要
旨
）

若
い
世
代
の
結
婚
や
出

産
・
子
育
て
な
ど
へ
の
た
め

ら
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
要
因
を
取
り
除
く
た
め

に
、
雇
用
・
福
祉
・
教
育
・

住
環
境
・
税
制
な
ど
の
社
会

の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

「
環
境
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、「
子
育

て
支
援
策
」
を
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
陳
情
い
た

し
ま
す
。

（
陳
情
項
目
）

一
、
学
校
入
学
前
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
化
す
る
こ
と
。

二
、
保
育
料
な
ど
、
子
育
て

費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
。

三
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
が
放
課
後
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
施
設
の
最
低

基
準
の
設
置
と
、
指
導
員
の

身
分
保
障
、
資
質
向
上
の
施

策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

陳
情
者

子
育
て
を
応
援
す
る
住
民
の
会

代
表
　
田
代
　
直
世

送
付
先鞍

手
町
長
　
柴
田
　
好
輝

（
要
旨
）

医
療
事
故
を
な
く
し
、
安

全
・
安
心
で
ゆ
き
と
ど
い
た

医
療
・
看
護
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
医
療
従
事
者
が
ゆ

と
り
と
誇
り
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
が

不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
医
療
現
場
の
実

態
は
か
つ
て
な
く
過
酷
に

な
っ
て
お
り
、
医
師
や
看
護

師
等
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
貴
議
会
に
お
か

れ
ま
し
て
、
次
の
事
項
を
決

議
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
し

ま
す
。

一
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
医

療
従
事
者
を
大
幅
に
増
員
す

る
こ
と
。

二
、
看
護
職
員
の
配
置
基
準

を
、「
夜
間
は
患
者
10
人
に

対
し
て
１
人
以
上
、
日
勤
帯

は
患
者
４
人
に
対
し
て
１
人

以
上
」
と
す
る
な
ど
、
抜
本

的
に
改
善
す
る
こ
と
。

三
、
夜
勤
日
数
を
月
８
日
以

内
に
規
制
す
る
な
ど
、「
看

護
職
員
確
保
法
」
等
を
改
正

す
る
こ
と
。

陳
情
者

福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

如
田
　
道
開

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤
　
伯
夫

総
務
・
郵
政
民
営
化
大
臣

菅
　
　
義
偉

文
部
科
学
大
臣

伊
吹
　
文
明

財
務
大
臣

尾
身
　
幸
次

（
要
旨
）

医
療
制
度
改
革
関
連
法
」

が
成
立
し
、
今
後
６
年
間
で

現
在
38
万
床
あ
る
療
養
病
床

の
う
ち
の
23
万
床
（
６
割
）

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
10
月
か
ら
療

養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳
以

上
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
医
療

の
必
要
度
が
低
い
と
み
な
さ

れ
る
患
者
さ
ん
の
食
費
・
居

住
費
が
保
険
給
付
か
ら
外
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
の
入
院
患
者
さ
ん
は
、

大
幅
な
負
担
増
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
入
院
継
続

が
困
難
に
な
り
、
や
む
な
く

退
院
す
る
方
が
多
数
出
て
く

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住

民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
安
心
し
て
医
療
や
介
護
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
次
の
事
項
に
つ
き
決

議
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
し

ま
す
。

一
、
国
の
療
養
病
床
の
廃

止
・
削
減
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
。

陳
情
者

福
岡
県
保
険
医
協
会

会
長
　
松
井
　
岩
美

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

大
田
　
弘
子

財
務
大
臣

尾
身
　
幸
次

総
務
・
郵
政
民
営
化
大
臣

菅
　
　
義
偉

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤
　
伯
夫

ほ
か

子
育
て
支
援
の
充
実
を
求

め
る
陳
情

国
の
療
養
病
床
の
廃
止
・

削
減
計
画
に
関
す
る
陳
情

安
全
・
安
心
の
医
療
と
看

護
の
実
現
の
た
め
医
師
・

看
護
師
等
の
増
員
を
求
め

る
陳
情

70歳以上の方が入院されている病室

９月定例会で継続審査としていた陳情１件を含む３件を全員賛成で採
択とし、意見書等を関係機関宛送付しました。
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質
疑
・
答
弁
か
ら

９
月
定
例
会
で
町
長

は
、
隣
保
館
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
運
営
審
議
会
に
諮
る

と
言
わ
れ
た
が
、
現
在
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

い
つ
開
催
し
、
ど
ん
な
議

題
を
審
議
す
る
の
か
。

審
議
会
の
開
催
時
期
及

び
議
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

決
め
て
い
ま
せ
ん
。

A Ｑ

食
の
自
立
支
援
事
業
の

委
託
料
61
万
円
追
加
の
理
由

と
利
用
状
況
は
。

当
初
は
、
61
人
の
利
用

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

現
在
95
人
で
、
利
用
者
が
増

加
し
た
た
め
で
す
。
ま
た
、

登
録
者
は
１
２
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

食
の
自
立
支
援
事
業
の

制
限
を
解
除
し
て
、
多
く
の

方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

あ
く
ま
で
自
立
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
、
希
望
者

全
員
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
が
始
ま
っ
て

１
年
が
経
つ
の
で
、
70
歳
以

上
で
買
い
物
に
行
く
に
も

困
っ
て
い
る
方
の
調
査
を
実

施
し
、
利
用
し
や
す
い
自
立

支
援
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ A Ｑ A Ｑ

検
討
し
、
後
日
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

直
売
所
で
拓
く
明
日
の

地
域
農
業
支
援
事
業
補
助
金

70
万
円
の
中
身
は
。

サ
ン
グ
リ
ー
ン
鞍
手

が
、
特
徴
あ
る
直
売
所
を
目

指
し
、
新
規
作
物
、
地
域
特

産
品
の
開
発
、
更
に
は
組
織

力
を
向
上
し
て
販
売
力
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

県
か
ら
事
業
費
の
２
分
の
１

が
支
給
さ
れ
る
補
助
金
で

す
。

A Ｑ A

残
る
２
分
の
１
は
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
受
け
る
た

め
の
条
件
は
。

サ
ン
グ
リ
ー
ン
鞍
手

は
、
町
内
１
６
０
人
の
方
が

出
荷
者
協
議
会
を
組
織
し

て
、
こ
の
事
業
の
適
用
を
受

け
て
い
ま
す
。
個
人
の
直
売

所
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

A Ｑ

大
谷
自
然
公
園
は
、
利

用
の
な
い
時
は
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
光
熱
水
費

が
19
万
円
追
加
さ
れ
て
い
る

の
か
。電

気
等
の
施
設
は
閉
鎖

し
て
い
ま
す
が
、
浄
化
槽
に

つ
い
て
は
１
年
中
稼
動
し
て

い
る
た
め
で
す
。

今
年
の
夏
の
大
谷
自
然

公
園
施
設
の
利
用
は
予
想
を

上
回
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
夏
以
外
の
利
用
の
取
り

Ｑ A Ｑ

組
み
も
積
極
的
に
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

７
月
１
日
か
ら
９
月
末

ま
で
の
利
用
者
は
予
想
を
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
以
外
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
し

込
み
が
あ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
検
討
だ
け
で
な
く
、
何

か
を
企
画
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

隣保館

大谷自然公園

一
般
会
計
補
正
予
算

食の自立支援事業
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競
争
力
の
あ
る
土
地
利

用
型
農
業
の
育
成
事
業
補
助

金
が
、
８
５
９
万
円
減
額
さ

れ
て
い
る
が
理
由
は
。

当
初
３
人
の
認
定
農
業

者
と
１
麦
作
組
合
か
ら
申
出

が
あ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
麦

作
組
合
は
、
以
前
に
こ
の
事

業
で
機
械
を
購
入
し
て
い
た

た
め
該
当
せ
ず
、
ま
た
、
３

人
の
認
定
農
業
者
が
購
入
し

た
農
業
用
機
械
の
入
札
残
に

よ
る
も
の
で
す
。

町
民
体
育
祭
の
報
償
費

が
、
12
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
の
各
区
の
テ
ン

ト
の
中
は
人
が
少
な
く
、
選

手
と
役
員
の
み
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。
町
民
体
育
祭
が

町
民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
場
で
す
る
し
な
い

は
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
、
区
長
会
や
体
育
協
会

で
し
っ
か
り
煮
詰
め
て
、
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Ｑ A Ｑ

小
・
中
学
校
の
工
事
請

負
費
２
６
９
万
円
追
加
の
中

身
は
。小

学
校
は
、
剣
南
小
学

校
の
手
摺
設
置
工
事
で
、
中

学
校
は
、
鞍
手
北
中
学
校
の

手
摺
取
り
付
け
と
ト
イ
レ
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
た
め

の
改
修
工
事
で
す
。

A Ｑ

こ
れ
は
、
来
年
度
肢
体
不

自
由
な
子
ど
も
さ
ん
が
入
学

さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

光
熱
水
費
６
３
２
万
円
追
加

の
理
由
は
。

本
年
度
は
骨
格
予
算

で
、
当
初
削
ら
れ
た
予
算
を

今
回
計
上
し
ま
し
た
。

A Ｑ

受
託
工
事
収
益
の
１
０

５
０
万
円
減
額
の
理
由
は
。

新
北
五
差
路
の
橋
梁
の

架
け
替
え
工
事
が
19
年
度
に

遅
れ
た
た
め
、
そ
の
工
事
費

を
減
額
し
ま
し
た
。

契
約
変
更
額
が
６
６
２

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
公

共
工
事
が
少
な
い
中
、
こ
れ

自
体
で
入
札
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。

こ
の
地
区
が
炭
鉱
跡
地

で
石
炭
の
引
込
み
線
が
あ
っ

た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
当
初
の
調
査
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
台
を
発
見

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ

と
十
分
な
調
査
が
必
要
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

入
札
に
つ
い
て
は
、
同
じ

業
者
で
な
い
と
管
の
接
続
等

に
支
障
が
あ
る
の
で
、
変
更

契
約
と
し
ま
し
た
。

A Ｑ A Ｑ

変
更
額
の
６
６
２
万
円

は
、
契
約
業
者
が
見
積
も
っ

た
金
額
で
は
な
い
の
か
。

競
争
の
原
理
を
活
か
し
た

安
く
す
る
方
法
が
必
要
で
あ

り
、
金
額
の
妥
当
性
の

チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

Ｑ

変
更
額
は
、
他
の
設
計

業
者
が
見
積
も
っ
た
金
額
に

本
契
約
時
の
契
約
率
を
乗
じ

て
出
し
た
金
額
が
６
６
２
万

円
で
す
。

A

下水道工事現場

町民体育祭

水
道
事
業
会
計

下
水
道
工
事
請
負
契
約
の

変
更

て
す
り

て
す
り
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町立病院のリハビリ室

６人の議員が一般質問�

同
和
事
業
の
早
期
終
結
を

町
長
│
県
の
状
況
を
見
て
進
め
て
行
く

平
成
18
年
度
末
で

県
が
同
和
事
業
を
終
結
す
れ

ば
、
当
町
も
終
結
す
る
の
か
。

県
の
見
解
を
待

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
和
事
業
の
中
身

に
つ
い
て
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
生
活
学
級
に
２
８
５
万

円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内

容
は
、
お
生
花
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
和
紙
教
室
で
、
こ

れ
は
趣
味
の
世
界
で
す
。
一

般
の
方
は
、
講
師
を
見
つ
け

お
金
を
出
し
て
習
っ
て
い
ま

す
。
趣
味
の
世
界
に
税
金
が

堂
々
と
使
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
正
し
い
税
金
の
使
わ

質
問

町
長

質
問

れ
方
で
す
か
。勉

強
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
県
と
協
議
の

上
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
世
界
ま
で

お
金
が
使
わ
れ
る
。
私
た
ち

が
使
い
た
い
と
言
っ
て
、
使

わ
せ
て
も
ら
え
る
の
か
。

議
会
で
承
認
を

得
た
予
算
で
す
。
粛
々
と
執

行
し
て
い
く
だ
け
で
す
。

狭
山
問
題
を
堂
々

と
学
習
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
一
運
動
団
体
の
活
動
で

す
。
こ
れ
に
税
金
が
使
わ
れ

る
の
は
、
公
平
・
平
等
な
の

か
。

狭
山
事
件
等
の

問
題
に
関
す
る
予
算
に
つ
い

て
議
会
で
は
指
摘
は
あ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

狭
山
事
件
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

我
々
議
員
は
、
予

算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
さ
て
、
部
落
解
放

同
盟
地
区
協
議
会
に
１
８
０

万
円
の
予
算
を
出
し
て
い
る

が
、
解
放
運
動
は
自
ら
の

力
・
お
金
で
運
動
す
る
の
が

筋
だ
と
考
え
る
が
、
１
８
０

万
円
の
予
算
を
出
し
続
け
る

根
拠
は
。

旧
鞍
手
郡
地
区

で
同
和
問
題
の
解
決
に
取
り

組
む
当
事
者
の
団
体
で
あ

り
、
人
権
の
課
題
に
向
け
て

取
り
組
み
の
幅
を
広
げ
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
た
め
の
補

助
金
で
す
。鞍

手
支
部
に
１
８

８
万
円
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
支
部
の
電
話
番
号
が
隣

保
館
と
同
じ
で
あ
る
。

公
的
な
隣
保
館
の
中
に
一

運
動
団
体
の
支
部
が
入
っ
て

い
る
の
は
、
大
き
な
問
題
で

は
な
い
か
。

こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
調
査
し
、
後
日
回

答
し
ま
す
。支

部
長
が
い
る
隣

保
館
が
本
当
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

役
割
を
果
た
せ
る
の
か
。
ま

た
、
一
般
の
方
は
行
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
自

治
区
公
民
館
と
し
て
利
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

補
助
金
、
支
部

等
の
指
摘
と
あ
わ
せ
て
精
査

し
な
が
ら
、
一
歩
進
ん
で
隣

保
館
、
社
会
福
祉
会
館
の
在

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

診
療
報
酬
の
改
定

で
リ
ハ
ビ
リ
日
数
が
１
８
０

日
に
制
限
さ
れ
、
困
っ
て
い

る
町
民
の
方
が
い
ま
す
。
町

立
病
院
と
し
て
何
か
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

県
に
聞
く
な
ど
、

検
討
し
ま
す
。

町
長

質
問

町
長

松
本
　
典
子
議
員

リ
ハ
ビ
リ
を
打
ち
切
ら
れ

困
っ
て
い
る
町
立
病
院
の

患
者
さ
ん
の
対
策
は
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ゴミの減量化の対策は

町長―補助金制度を活用して減
量化対策を実施

こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
う
い
っ
た
対
策
を
取
っ
て

き
た
の
か
。

40
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
団
体
に
対
し
て
、
１

kg
あ
た
り
５
円
を
奨
励
金
と

し
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。
ま

町
長

質
問

た
コ
ン
ポ
ス
ト
や
Ｅ
Ｍ
菌
サ

ポ
ー
ト
等
ゴ
ミ
処
理
器
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の
活
用
に

よ
り
減
量
化
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
始
ま
っ

た
後
に
新
た
に
講
じ
ら
れ
た

対
策
は
。
ま
た
平
成
９
年
に

策
定
さ
れ
た
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
変
更
は
、
18
年

度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
計
画
を
出
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
。

一
市
二
町
じ
ん

介
処
理
組
合
が
旧
焼
却
場
跡

地
に
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
目

的
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
建
設
し
ま
す
。
計
画
は
一

市
二
町
じ
ん
介
処
理
組
合
に

お
い
て
平
成
19
年
度
に
計
画

書
を
作
成
し
、
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
一
市
二
町
も
同
時
に
作

成
し
ま
す
。剪

定
枝
、
刈
り
草

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
何
か

新
し
い
考
え
が
あ
れ
ば
。

宮
若
市
の
企
業

か
ら
刈
り
草
や
剪
定
枝
の
一

般
廃
棄
物
の
処
分
業
の
許
可

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
公

町
長

質
問

町
長

質
問

共
団
体
が
出
す
刈
り
草
等
の

搬
入
処
分
に
つ
い
て
処
分
料

の
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
独
自
で
の
建
設
は
考
え
て

い
な
い
。

休
日
保
育
は
今
年

の
８
月
１
日
に
始
ま
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

こ
の
間
の
問
題
点
は
。

当
初
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
き
に
は
19
名

の
方
が
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
１
名
の
み
で
す
。
問
題
点

と
し
て
は
鞍
手
町
の
方
が
皆

さ
ん
来
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
園
に
籍
を
置
い
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
約
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
を
増
や
す

た
め
の
環
境
づ
く
り
は
。

子
ど
も
を
生
ん

で
育
て
や
す
い
町
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
人
件
費
等
の
経

費
は
か
か
る
が
補
助
金
は
な

い
。
今
後
前
向
き
に
協
議
し

ま
す
。

町
長

質
問

町
長

質
問

宇
田
川
　
亮
議
員

休
日
保
育
の
実
績
と
問

題
点

室
木
町
有
地
を
ど
ん
な
手
法
で

工
業
団
地
に
す
る
の
か

町
長
―
県
に
陳
情
し
、
働
き
か
け
を
し
て
い
る

工
業
団
地
を
作
る

大
前
提
は
法
人
税
の
税
収
増
、

地
域
の
活
性
化
、
雇
用
の
増

大
等
に
あ
り
ま
す
。
本
当
に

作
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

政
治
的
に
動
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
実
行
性

の
高
い
手
法
を
具
体
的
に
説

明
し
て
頂
き
た
い
。

室
木
団
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
県
に
工
業
団
地

建
設
の
陳
情
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
の
企
業
立
地

課
と
情
報
交
換
を
行
い
、

色
々
な
構
想
は
持
っ
て
い
ま

す
が
、
今
は
ま
だ
皆
さ
ん
に

町
長

質
問

こ
れ
だ
と
言
う
具
体
案
は
見

え
て
い
ま
せ
ん
。

宮
本
学
園
の
問
題
も
あ

り
、
こ
の
一
年
が
厳
し
い
年

に
な
り
ま
す
が
、
期
待
を

持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

総
合
計
画
を
作
る

の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
も

の
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。
先
の
町
長
の
発
言
で
は

暗
中
模
索
で
手
法
が
見
え
ま

せ
ん
。
手
法
が
あ
っ
て
実
行

性
が
高
く
な
る
の
で
す
か

ら
、
手
法
を
具
体
的
に
聞
き

た
い
。

こ
の
土
地
は
売
れ

る
よ
う
な
土
地
で
は
な
く
、

造
成
す
る
に
も
か
な
り
の
費

用
が
か
か
る
の
で
、
県
に
造

成
を
お
願
い
す
る
た
め
に
日

夜
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
当

町
の
遊
休
地
は
全
部
売
り
ま

す
の
で
、
良
い
条
件
で
買
い

町
長

質
問

手
が
あ
れ
ば
紹
介
く
だ
さ

い
。

農
業
の
振
興
、
攻

め
の
農
業
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
昨
年
４
月
か
ら
特
許

庁
が
地
域
団
体
商
標
を
認

定
、
公
認
し
て
い
る
の
で
、

巨
峰
を
地
域
団
体
商
標
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

良
い
品
物
を
作
り
収
益
を
上

げ
て
い
く
方
向
に
な
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ま
だ
、
手
が
届
い
て
い
ま
せ

ん
。
地
域
に
入
っ
て
農
業
問

題
、
財
政
問
題
、
今
後
の
活

性
化
の
問
題
等
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
勉
強
し
な
が
ら
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長

質
問

巨　峰

福
本
　
博
文
議
員

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
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子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
、
子
育
て
支
援
事
業
の
徹
底
を

町
長
―「
次
世
代
育
成
支
援
構
造
計
画
」

に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す

町
長
は
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
つ
町
づ
く

り
を
目
指
す
と
い
っ
て
い
る

が
、
そ
の
具
体
策
は
。

平
成
17
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
次
世
代
育
成

支
援
構
造
計
画
」
に
基
づ
い

て
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
、
保
育
定
員
３
９
８
人
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
延
長

保
育
、
休
日
保
育
、
放
課
後

健
全
育
成
事
業
、
乳
児
健
全

一
時
預
か
り
事
業
、
一
時
保

育
事
業
、
子
育
て
短
期
支
援

事
業
、
特
定
保
育
事
業
な
ど

町
長

質
問

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

若
い
夫
婦
へ
の
子

育
て
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
今
後
の
町
づ
く
り
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
が
。

親
子
教
室
や
ピ
ヨ

ピ
ヨ
広
場
の
事
業
を
実
施

し
、
親
子
の
遊
び
場
や
保
護

者
同
士
の
交
流
の
場
を
設
け

て
い
ま
す
。子

ど
も
議
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、
そ
の
意
見

を
町
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

子
ど
も
た
ち
の

町
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高

め
、
身
近
な
生
活
課
題
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

教
育
長

質
問

町
長

質
問

ま
す
が
、
学
校
行
事
、
授
業

時
数
、
部
活
等
の
問
題
も
あ

り
ま
す
が
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

小
中
学
校
の
校
舎

の
老
朽
化
が
著
し
い
が
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

平
成
６
年
度
、
鞍

手
北
中
と
南
中
の
外
壁
工

事
、
11
年
度
は
、
古
月
小
の

屋
上
防
水
工
事
、
15
年
度
及

び
16
年
度
に
北
中
の
耐
震
診

断
と
６
５
０
万
円
の
小
中
学

校
の
校
舎
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
も
耐
震
診

断
及
び
耐
震
補
強
工
事
に
つ

い
て
、
耐
震
優
先
調
査
を
基

に
し
て
年
次
計
画
を
作
成

し
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か

ら
改
修
整
備
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

質
問

毛
利
　
　
喬
議
員

田
中
二
三
輝
議
員

子ども議会（南中学校の生徒）

町内循環バス検討委員会の
構成員と現在の活動状況は

町長―20人の委員でこれまで
10回開催

町
内
循
環
バ
ス
導

入
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

構
成
と
現
在
の
活
動
状
況
を

聞
き
た
い
。

メ
ン
バ
ー
構

成
は
、
議
員
、
民
間
代
表
、

事
業
者
、
行
政
の
計
20
人
で

す
。こ

の
委
員
会
は
、
平
成
16

年
８
月
に
立
ち
上
げ
、
こ
れ

ま
で
９
回
開
催
し
て
、
平
成

18
年
１
月
13
日
に
は
町
長
に

産
業
課
長

質
問

対
し
て
、
現
在
運
行
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を

提
言
し
ま
し
た
。
11
月
10
日

に
第
10
回
を
開
催
し
、
本
年

度
中
に
５
回
程
開
催
す
る
予

定
で
す
。

当
町
と
遠
賀
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に

は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
か
。

福
岡
陸
運
支

局
の
、
既
存
バ
ス
路
線
と
の

競
合
は
極
力
避
け
る
と
い
う

指
導
に
基
づ
き
、
当
町
で
は

Ｊ
Ｒ
バ
ス
路
線
廃
止
後
の
１

本
で
あ
る
が
、
遠
賀
町
で
は
、

西
鉄
バ
ス
３
路
線
が
廃
止
に

な
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
や
す

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

当
町
は
、
中
央
公

民
館
、
町
立
病
院
な
ど
の
公

共
施
設
に
行
く
に
も
不
便
で

あ
る
が
、
遠
賀
町
で
は
、
町

内
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
お
り

利
便
性
が
い
い
の
で
す
。

当
町
は
西
鉄
バ
ス
に
本
年

度
１
３
０
０
万
円
程
の
補
助

金
を
出
し
て
ま
で
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

質
問

産
業
課
長

質
問

バ
ス
の
空
白
地
帯

が
存
在
す
る
の
は
事
実
で
す

の
で
、
福
祉
バ
ス
に
す
る
の

か
、
専
門
の
交
通
機
関
の
会

社
を
入
れ
る
の
か
、
今
後
前

向
き
な
検
討
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。デ

ジ
タ
ル
化
の
法

的
根
拠
は
。

現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
で
は
、
隙
間
が
な

い
ほ
ど
過
密
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
化

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年

７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
を
残
し
て
欲
し
い
と

い
う
声
も
あ
る
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
町
民
に

早
め
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
愛

着
、
ま
た
、
経
費
も
負
担
に

な
り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代

へ
の
移
行
す
る
も
の
と
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

質
問

企
画
財
政
課
長

質
問

町
長

テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

子
ど
も
議
会
の
開
催
を

校
舎
の
老
朽
化
が
著
し

い
が
、
対
策
は
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地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
助
成

金
の
増
額
を

町
長
―
財
政
上
困
難
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
願
い
し
た
い

香
原
　
　
暹
議
員

本
町
の
自
治
区
の

組
織
率
は
、
平
成
13
年
に

86
・
７
％
あ
っ
た
の
が
、
18

年
は
80
・
６
％
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
年
々
低
下
し

て
い
る
現
状
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
自
治
組
織
は
絶
対

必
要
で
、
何
が
原
因
か
の
分

析
を
し
て
、
高
め
て
い
く
努

力
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。駐

在
員
手
当
と
し

て
、
毎
年
９
７
２
万
円
が
支

質
問

町
長

質
問

出
さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
駐

在
員
が
長
く
続
く
区
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
に

弊
害
も
出
て
い
る
。
駐
在
員

手
当
を
段
階
的
に
減
ら
し

て
、
そ
の
分
を
区
に
直
接
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

駐
在
員
に
は
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
行

財
政
改
革
、
住
民
と
の
協
働

を
考
え
る
中
で
、
こ
の
制
度

の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
自
治
区
関
係
者
と

協
議
し
て
結
論
を
出
し
た

い
。

自
治
公
民
館
の
建

替
え
の
際
の
補
助
金
を
増
額

す
べ
き
で
は
。以

前
は
、
県
が

40
万
円
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
町
の
み
で
80
万

町
長

質
問

町
長

円
支
出
し
て
い
ま
す
。

財
政
の
建
て
直
し
を
や
っ

て
い
る
最
中
で
す
。
今
し
ば

ら
く
こ
の
金
額
で
お
願
い
し

た
い
。

公
民
館
活
動
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の

基
本
、
自
治
公
連
と
46
の
公

民
館
に
対
す
る
補
助
金
が
93

万
９
千
円
で
は
少
な
い
と
思

う
。
増
額
を
求
め
た
い
。

活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
補
助
金
の
増
額
も

ひ
と
つ
の
手
段
で
す
が
、
ま

ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神

で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 町

長
質
問

自治区の組織率�

年�

住民登録世帯数�

隣組登録世帯数�

組織率（％）�

7,467�

6,375�

85.38

7,508�

6,333�

84.35

7,512�

6,286�

83.68

7,527�

6,199�

82.36

7,612�

6,133�

80.57

14年� 15年� 16年� 17年� 18年�

各年4月末現在�

行政報告行政報告
当町における「いじめ問題」の現状と対策について

郡司島教育長が行政報告を行いました。

10
月
11
日
の
三
輪
中
学
校

の
事
件
か
ら
９
日
後
の
10
月

20
日
、
男
性
の
保
護
者
か
ら

「
現
在
小
学
校
６
年
生
で
、
小

学
校
１
年
生
の
時
か
ら
い
じ

め
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う

匿
名
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
24
日
の
校
長
会
で

そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
小
学
校
６
年
生
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

を
決
定
し
、
30
日
に
全
６
年

生
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
に
６
年
生
を

担
任
さ
れ
た
先
生
方
に
も
協

力
を
得
ま
し
た
が
、
該
当
す

る
児
童
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
は
、
11
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
家
庭
教
育
学
級

総
合
研
修
会
で
お
母
さ
ん
方

に
、「
子
ど
も
の
異
変
に
十
分

に
気
を
つ
け
、
異
常
が
あ
れ

ば
学
校
や
教
育
委
員
会
に
連

絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
」
お

願
い
し
ま
し
た
。

今
後
も
い
じ
め
は
「
ど
こ

の
学
校
で
も
、
ど
の
子
に
も

起
こ
り
得
る
」
問
題
で
あ
る

こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
日

頃
か
ら
児
童
生
徒
が
発
す
る

危
険
信
号
は
見
逃
さ
な
い
よ

う
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用
し
て
、

児
童
生
徒
の
悩
み
を
積
極
的

に
受
け
止
め
、
い
じ
め
問
題

に
も
対
処
で
き
る
よ
う
、
更

な
る
相
談
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
取
り
組
む
と
共
に
、

子
ど
も
た
ち
に
も
命
の
大
切

さ
、
生
き
る
喜
び
を
実
感
さ

せ
、
自
他
の
命
を
大
切
に
す

る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
「
奨
励
賞
」
を
受
賞

第
二
十
一
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
当
町
の
議
会
だ
よ
り

「
く
ら
て
」
が
入
選
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
励
み
と
し
て
、
さ
ら
に
議
会
の
状
況
等
を
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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発
行
責
任
者

議
会
議
長

川
　
野
　
高
　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委
員
長
　
宇
田
川
　
　
　
亮

副
委
員
長

香
　
原
　
　
　
暹

委
　
員
　
松
　
本
　
典
　
子

委
　
員
　
岡
　

邦
　
博

委
　
員
　
織
　
田
　
三
千
雄

委
　
員
　
毛
　
利
　
　
　
喬

昨
年
４
月
、
新
町
長
が
誕

生
し
、
施
政
方
針
で
「
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
」
を

示
さ
れ
、
全
町
民
の
期
待
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
る
こ
と
な

く
、
協
力
体
制
を
維
持
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

我
わ
れ
編
集
委
員
は
、
当

町
の
状
況
や
、
議
会
で
の
審

議
内
容
等
を
、
皆
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に
も
一
度
お

い
で
く
だ
さ
い
。

（
毛
利
　
　
喬
）

私
は
、
幾
度
も
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
び
に
議
員
の
質
問
に
対
す
る
町
長
や
行
政
の
あ

い
ま
い
な
答
弁
に
が
っ
か
り
し
ま
す
。
も
っ
と
的
確
に

答
弁
し
て
ほ
し
い
。

議
長
は
、
大
き
な
声
で
的
確
に
議
会
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。
傍
聴
席
に
は
聞
き
取
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

議
員
は
、
多
勢
の
人
た
ち
の
代
表
と
し
て
町
民
の
声

を
聞
い
て
議
会
に
反
映
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
質
問

す
る
議
員
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
議
員
も
し
っ

か
り
一
般
質
問
を
し
て
ほ
し
い
。

最
後
に
、
町
長
は
お
忙
し
い
と
思
う
が
、
町
の
最
高

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

（
神
崎
区
　
添
田
　
清
次
さ
ん
）

６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
さ
れ
た
。
中
で
も
あ
る

議
員
が
同
和
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
奈
良
、
京
都

な
ど
の
不
正
が
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
う
が
、
何
を
公
で
支
え
、
ど
こ
ま
で
自
助
努

力
を
求
め
る
か
、
大
い
に
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

特
に
町
財
政
が
厳
し
い
中
、
こ
の
際
補
助
金
の
支
出

が
目
的
に
合
っ
た
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
第

三
者
に
よ
り
見
直
し
・
整
理
し
て
、
町
民
の
役
に
立
つ

事
業
に
よ
り
多
く
配
分
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

（
大
池
区
　
榊
原
　
糺
さ
ん
）

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

豊
か
で
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
議
会
の
使
命
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

鞍
手
町
議
会
議
長

川
野
　
高
實

表紙の紹介
修猷塾は、剣道を通して青少年の健全な育成を目

指し、昭和46年に創立し、今年で35周年を迎えまし

た。

平成18年11月18日には、35周年を記念する剣道

大会を開催し、400人を超える剣士が集い、熱戦を

繰り広げました。

的
確
な
答
弁
を
望
む

補
助
金
の
見
直
し
が
必
要


